



































































ギ ー の Spiennes 遺 跡 は，Harmignies 傾 斜 台 地 を 流
れる Trouille 川の東斜面にある．中期新石器時代，























集落がシャフトの近隣で確認されている（Collet et al. 
2008）．
2—2　GrimesGraves 遺跡
　英国東部のノーフォーク州にある Grimes Graves 遺

















横断して Wiltshire から Norfolk に通じる）を介して流
通された（Shepherd 1980）．交易されたフリントは，
石斧に加工された（Topping 2011）．遠距離交易は，



















は Mur de Barrez（France）遺跡（フリント採掘，新
石器時代，C14 年代無し）．3（不明）．4 は Cissbury
（Great Britain）遺跡（フリント採掘，新石器時代，2,770 
BC）．5 〜 8 は Obourg（Belgium）遺跡（フリント採















スラエル中部にある Qesem 洞窟（≈ 350,000 〜 200,000 
BP）の事例である（Barkai et al. 2003）．ほぼ並行する
時期に属すると考えられているインドの Baichbal 渓谷
にある前期旧石器時代の Isampur 遺跡も露頭採取場所
がアトリエである（Petraglia et al. 1999; Paddayya et 
al. 2000）．これらは，「掘る」という行為とは無縁の世
界である．
　エジプトの Qena 遺跡（≈ 50,000 BP）にみられる
ように，アフリカでは，中期旧石器時代末期になる
と，「傾斜面（崖などの斜面）での作業」が発展する











代の事例は 45 例（Riel-Salvatore et al. 2001），あるい
は 42 例（Pettitt 2011），後期旧石器時代においては 33







（8 例），La Quina，La Chapelle-aux-Saints，Le Moustier 
（2），Roc de Marsal，Le Régourdou，La Roche-à-
Pierrot （Saint-Césaire）以上フランス，Spy I，Spy II
以上ベルギー，そしてドイツの Neanderthal（2），クリ










































的現代人の起源にまで遡る （Knight et al. 1995 ; Watts 
1999, 2002, 2009 ; Barham 1998, 2002; McBreaty and 
Brooks 2000; D’Errico 2003, D’Errico et al. 2003, 2009 ;  








報告されているもの（1 ｍ× 1.45 ｍ× 0.30 ｍ）（Leroi-
Gourhan et al. 1988）への疑義を払拭することはでき
ない（Gargett 1989）．一方，後期旧石器時代にはいる
と，墓におけるオークルの使用例は，18 例（全体のお


































　ウクライナの Mezin 遺跡は，Dsna 川右岸の，水面
から 10 〜 12 ｍのところに位置する．7 ｍの堆積層の
うち，表土下 4.8 ｍにある 4 層から，5 棟の住居址・炉
跡・貯蔵穴などが発掘された．C14 年代は，27,500 ±




















図 7　Mezin 遺跡の第 1 号住居の居住面．
1 〜 9；骨製の構成物，k；オークル，
а〜д；《Прасынки（支柱の基台）》，







図8　出土遺物の拡大図．（番号は，図 7 のものと一致．縮尺は不統一．なお，No.8 は図 9 の No.4 である）． No.7 と 9 は，
























図 10　Kostenki1 遺跡の第 1層の第 2号住居址．




















　Kostenki 1 遺跡（C14 年代は 21,300 ± 400〈ГИН-2534〉
と 24,100 ± 500〈ГИН-2527〉，Прасолов 1982） の 第 ２
滞在地は，36 × 14 〜 15 ｍの長楕円形をしている．壁
に相当する境界と見なされているのは，地下壕（住居 ?　
















図 12　Kostenki1 遺跡（1層）出土の骨角器．1 〜 4，10 〜 11；柄の頭部（Spatule à tête），5；動物を形象した物，6，8； 







は，Kostenki 14，Kostenki 15，Kostenki 18， そ し て
Sungir などの諸遺跡によって代表される．
4-3-1　Kostenki18 遺跡






× 0.6 × 1.3 〜 1.75 ｍ，② 0.9 〜 1.0 ｍ（平面プランは不













　Kostenki 15 遺跡の墓穴（6 〜 7 歳の少年が被葬者）






　Kostenki 14 遺跡（~29,000 BP）は，地質学的な 10
層のうち，I（上層），II 層，III 層，IV 層（下層）が考
後期旧石器時代における掘削について：地下開発との関連で
















　Sungir 遺跡は，Kljez’ma 川の左岸，Sungir 川の右岸
の段丘の第 2 テラスに位置する．
　当該遺跡の C14 年代は次の通り．第 1 号墓；21,800
± 1000（ГИН-3260 а），22,500 ± 600（ГИН-3260 б），
22,930 ± 200（OxA-9036），19,160 ± 270（AA-36473），
第 2 号墓の 1；23,830 ± 220（OxA-9037），27,210 ± 710
（AA-36474），26,200 ± 540（AA-36475），第 2 号墓の 2；
24,100 ± 240（OxA-9038），26,640 ± 640（AA-36476）．
居住面に相当する年代 （27,460 ± 310: OxA9039）から
して，第 2 号墓が 23,500 と 24,500 BP に，第１号墓が











図 17　Kostenki14 遺跡の墓（Прасолов 1982）．




　55 〜 65 歳の男性を埋葬した第 1 号墓は，居住地面
を掘り下げたところにある長楕円形の施設で，底部は
（2.05 × 0.70 ｍ）を測る．オークルは，頭蓋骨（Sungir 
5）が発見された上層と墓穴で検出された（図 19）．
Sungir 遺跡第 1 号墓の形成過程については，次のよう
な復元案が提起されている．第一段階は，黄色砂質土
後期旧石器時代における掘削について：地下開発との関連で

































図 21　Sungir 第 2 号墓．骨端の欠如した大腿骨（矢印 No.1 ＝ Sungir 4）には，骨髄の代わりにオークルが充填さ
れていた（Alexeeva and Bader 2000；Бадер 1978，1998）．





1 〜 7：ハンマー（Молоток）．No.1 は 27㎝，No.2 は 47㎝，No.3 は 10.4㎝，No.4 は 18.8㎝．（No.6 と 7 は柄を縛りつ
けた痕跡が確認されている），8 〜 13：クワ・ツルハシ（Мотыга），あるいはクサビ（Долото），14 〜 15：クワ・ツ
ルハシ（No.15 は , スコップ状堀具の柄の可能性がある）．16・17：クサビ（？），18 〜 20：槍先（？）．
No.1 〜 11，No.14 〜 17；トナカイの角．No.12；動物（種類は不明）の骨．No.13，18 〜 20；象牙．（Бадер 1978）．
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を 50 〜 60㎝ほど掘り下げ，底一面にオークルを敷き詰
め，遺骸を置く．次いで，褐色の腐食土層の要因となっ
た物質（衣服か？）を被せ，埋土を入れる．第二段階


























は 5 層にわたって堆積した）（図 21，図 22）．
























ために，縦横 6 × 2.5 ｍ，深さ 2.5 ｍの穴が掘られた．
1950 年代の調査は，これを中期旧石器時代の遺跡とし
ていたが，新しい放射性炭素年代測定（11740 BP，較
正年代が 14 〜 13kcal）に基づき，Epigravettian と修正





ている（図 25，図 26）（Dobosi 2006）．
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1：尖頭器，2 〜 4：錐，5：両面加工スクレイパー，6：幾何学的装飾をもつ道具，7 〜 10：掘削道具，11：二次加工
を有する道具，12 〜 14：掘削道具（Dobosi 2006）．なお No.7 〜 10 と No.12 〜 14 は「Mining-tools」とされている．











































（Vermeersch et al. 1990）．






Stone Age にまで遡る．例えば，南アフリカの Lion 
Cavern（10ka-43ka）では，数千個の資料（約 60㎏）
が遺跡に持ち込まれている．それらは，25㎞の範囲に
ある断崖露頭から採取された（McBreaty et al 2000）．
Klasies River 遺跡では，180 個もの “ 鉛筆状 ” のオーク
ルが報告されている（Singer et al. 1982）．Porc Epic ( エ









 6）装飾性をともなう墓の出現は，Cro Magnon (c.30,000 

















 9）Sungir 遺跡の 100㎞圏内からはオークルを入手出来な
かった．ロシア科学アカデミー・地質鉱物研究所の Я. 
Kузьмин 氏のご教示による．
10）R. White によると，第 1 号墓には 2936 点，第 2 号墓の
1 と 2 には，それぞれ 4903 点，5274 点の象牙製ビーズ
が確認されるという．実験的な作業によれば，ビーズ１
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An overview for Upper Palaeolithic digging activities for the 
exploitation of underground resources
Masayoshi Yamada 1*
Abstract
Developments in bone industry during the Gravettian period brought on two major innovations: the development of 
new aesthetic representational methods; bone tools also helped with the development of new digging techniques which 
helped in the construction of dwelling and the opening of graves. These developments contributed to the regularization 
of the rhythm of social life and the organization of lived space for prehistoric peoples. An additional contribution was 
also that the exploitation of underground resources became possible; ochre was the first mineral resource to be sourced 
underground
Keywords: Gravettian period; bone tools; digging technique; dwelling; grave; ochre.
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